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今月の主な内容
●行事「第３０回ほーらい祭り」終了御礼……………………………２～３Ｐ
●特集１　世界自然遺産登録に向けた景観セミナー

「私たちのシマは美しい」のようす… ……………………… ４Ｐ
●各種協定書締結のお知らせ・……………………………………………６Ｐ
●特集２　「丸の内プラチナ大学・徳之島講座」開講… ………………７Ｐ
●大島地区大会結果一覧・がんばる伊仙の子供たち………… １０Ｐ～１１Ｐ
●各種お知らせコーナー・商工会の窓…………………………１２Ｐ～１５Ｐ
●わが町のアイドル・戸籍のまど… ……………………………………１６Ｐ

第７０回県民体育大会
第５７回大島地区大会

＜空手道競技＞

伊
仙
町

総
合
優
勝

女子個人形を制した伊仙町代表
川本　奈々美 選手（徳之島高校）

携帯の読み取り
ツールから、このＱ
Ｒコードを読み取る
と、伊仙町の公式
ホームページへ直
接アクセスします。

※その他の競技結果については、１０Ｐをご覧ください。
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町
民
各
位

　

謹
啓
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
と
は
い
え
、
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
民
待
望
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
30
回

伊
仙
町
ほ
ー
ら
い
祭
」
は
、
７
月
31
日
に
町
内
外

か
ら
の
ご
参
加
を
頂
い
た
「
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
」

を
皮
切
り
に
、
面
縄
港
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
等
を
行
う
な
ど
、

盛
況
の
う
ち
に
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
（
９
月
の
大
型
連

休
）
に
同
祭
を
開
催
し
、
秋
の
風
情
を
感
じ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
例
年
と
お
り
夏
に
開
催
し

昨
年
以
上
に
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
た

こ
と
は
、「
ほ
ー
ら
い
祭
」
が
地
元
の
夏
の
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
こ
と
の

現
れ
で
あ
り
、
ま
た
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

り
益
々
隆
盛
を
極
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
ほ
ー
ら
い
祭
」
の
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
町
行
政
、
警
察
、
消
防
、
消
防
団
、
商
工
会
、

観
光
連
盟
、
地
域
女
性
連
、
連
合
青
年
団
な
ど
を

中
心
に
組
織
す
る
「
伊
仙
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
」
に
お
い
て
、
町
か
ら
の
開
催
補
助
金
と
個
人
、

企
業
団
体
か
ら
頂
い
た
ご
寄
附
な
ど
限
ら
れ
た
予

算
の
な
か
で
計
画
を
立
案
し
、
関
係
各
位
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
来
年
度
以
降
は
、
地
域
活
性
化
の
根
源

で
あ
る
民
間
の
力
を
結
集
し
て
「
ほ
ー
ら
い
祭
」

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
集
落
活
性
、
福
祉
事
業
の
推
進
な

ど
様
々
な
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
地
方
創
生
の
根
源
は
町

民
の
皆
様
や
民
間
企
業
及
び
事
業
所
の
活
力
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ほ
ー
ら
い
祭
」
も
例

外
で
は
な
く
、
地
域
活
性
の
象
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
お
力
を
結
集
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
全
国
へ
発
信
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
事
業
と

し
て
発
展
的
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、

町
の
活
性
化
が
大
き
く
進
む
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
行
政
に
お
い
て
も
各
種
行

事
の
振
興
に
つ
い
て
、
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
「
ほ
ー
ら
い
祭
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、

厳
し
い
経
済
状
態
の
な
か
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
町
民
各
位
並
び
に
、
ご
寄
附
を
頂
き
ま

し
た
関
係
各
位
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謹　

白　

　

平
成
28
年
９
月伊仙

町
ほ
ー
ら
い
祭
実
行
委
員
会　

会  
長　

大
久
保　

明

第30回伊仙町ほーらい祭 終了御礼行事
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「私たちのシマは美しい」
特集 1 世界自然遺産登録にむけた景観セミナー

講師：特定非営利法人くすの木自然館　専務理事　浜
はまもと

本　奈
な こ

鼓 氏
　平成２８年７月１４日（木）伊仙町中央公民館２階ホールにおいて、駐在員、議会議員、伊仙町役場職員を対
象とした景観セミナーが行われました。
　このセミナーは、世界自然遺産登録を間近に控えた徳之島の魅力について、様々な観点から改めて見つめ直
す機会となり、講師の浜本　奈鼓氏からは「景観を守るというのは、自然だけを残すのではなく、そこに住んで
いる人々の暮らしも残すことが必要」であるとお話しを頂きました。
　終了後は、セミナーの内容を踏まえて改めて「私たちのシマは美しい」ということを、出席者一同感じたとこ
ろでありました。

景観セミナー（まとめ）
・昔の事を年配の方々に聞くと、景観を保護するための
　ヒントが出てくる。
・集落の墓の風景も人々の生き様として残すべきである。
・景観とは、自然だけを残すのではなく、人々の暮らし
　も残す必要がある。
・ウミガメがくるということは、満潮になっても砂浜が
　あるということが絶対条件である。特に、産卵をする
　環境を守るうえで重要なのはハード面の整備ではな
　く、それを守る住民の意識・醸成（ソフト面）が必要
　である。
・クモの巣がたくさん張っているということは、それだけ餌となる昆虫がたくさん生息している証拠で
　ある。
・海から朝陽が昇って、海に夕陽が沈む光景を眺められるのは、伊仙町の大きな魅力である。一自治体
　でこの光景を眺められるのは、非常に稀である。
・行政の役割として、景観保護に関する基本計画を策定する自治体はあるが、景観基本条例の制定に
　至った自治体は少ない。基本計画の策定段階から町の守りたい景観を発掘して計画に盛り込み、それ
　を基にした条例制定をすることで、特にソフト面で景観を維持しやすくなる。
　　以上が講話の主な内容でしたが、今後町内各地区において「景観掘り起しワークショップ」を開催
　し、そこで掘り起こされた景観が、町の新たな魅力として加わることになります。
　　皆さんも、ぜひ参加されてみてはいかがでしょうか。

　集落の道端に咲いている花。い
つもは何も思わず通り過ぎていま
すが、景観上何もない道よりは、
花が沿道に咲いていることでひと
つのアクセントになっている。
　現在、本町の県道沿いにも町民
の皆様のご協力により花を育てて
もらっていますが、こういった景
観保護活動が町内全域に波及すれ
ば、町は自ずと美化されていく。

　講師の浜本氏。写真を通して、本町の素晴
らしさを伝え、さらに行政や地域住民に対し
て景観を守るために必要とされているものに
ついてお話しを頂きました。



広　報　い　せ　ん 平成28年9月（324）（5）

伊仙町人権擁護委員のご紹介＜新任・再任＞と辞任のお知らせ

平成２８年度コミュニティ助成事業の報告

　この度、本町の人権擁護委員の任期満了等に伴い、委員が新たに委嘱及び再任さ
れましたので、町民の皆様へお知らせいたします。
（新任）松田　りえ子

任期：平成２８年７月１日～平成３１年６月３１日まで
＜伊仙＞

（再任）種子島　正吾
任期：平成２８年７月１日～平成３１年６月３１日まで
＜面縄＞

〈委員〉平　美香子
任期：平成２６年１月１日～平成２８年１２月３１日まで
實　専太郎
任期：平成２６年７月１日～平成２９年６月３１日まで

＜辞任＞任期満了
　茂岡　　勲
　任期：平成２０年７月１日～平成２３年６月３１日
　　　　平成２３年７月１日～平成２６年６月３１日
　茂岡勲様は、長年教育現場や教育行政に携われ、地域社会にお
いても信頼される存在であり、熱意を持って人権課題に取り組まれ
てきました。
　今回２期目の任期満了を迎えたことにより、人権擁護委員を辞任
されることに伴い、これまでの功績を称え、７月２０日に町長室に
おいて大久保町長より感謝状を贈呈いたしました。本当にありがと
うございました。

※人権擁護委員とは
　人権擁護委員は、人権尊重思想の普及・高揚を図るため、地域社会において人権相談、人権啓発、人権救済等の各種人権擁護活動に積極的に従事
することを目的としています。
※本町の人権擁護委員は４名です。

松田りえ子氏（左から 2 番目）

茂岡　勲氏（右側）

　本事業は宝くじ助成金で
実施されています。集落自
治会活動の充実を図るため、
集落行事などで使用する活
動備品等を整備する事業で
す。
　今年度は２集落が採択さ
れ、そのうち西目手久集落に、
要望した備品が整備されま
した。
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伊仙町・芝浦工大と移住促進協定締結
「空き家情報共有し、移住定住を推進」

～伊仙町暴力団排除条例に基づく～
暴力団排除措置等に関する協定書締結

＜伊仙町・徳之島警察署＞
　平成２８年７月２２日（金）町長室において、伊仙町並びに徳之
島警察署の間で「伊仙町暴力団排除条例（平成２４年６月２０日制
定）に基づく暴力団排除措置等に関する協定書」が締結されました。
　今回協定書を締結した経緯として、徳之島警察署の宇都昌平署
長は「これまで、警察署と自治体との間でいろいろと連携を図って
いたが、今回協定を締結することによって、お互いがさらに効果的
に情報が共有できる」と述べ、大久保町長からも「暴力団と係ると
大変であり、このような協定を３町が締結し、共通認識を持って３
町が一体となって連携することが大事である」と述べられました。
　同協定書は、徳之島警察署管内で徳之島町に続き２番目の締結と
なり、来月（８月）には天城町と同様の協定書を締結する予定との
こと。

　平成２８年８月２日（火）町長室において、伊仙町と芝浦工業大
学（本部・東京都港区）の間で「移住共同業務協定」が締結されま
した。
この協定は、町内の空き家情報を共有して、Ｕ・Ｉターン者の移住
定住に向けた活用策の研究に取り組み、相互に協力して地域活性化
を進めることを目的としたものです。
　協定書締結にあたって、当日来庁された同大学の佐藤　宏亮　准
教授は「人が大きく動き始める波が来ている。Ｕ・Ｉターン者の定
住促進に向けて、空き家という資源を活用して受け皿つくりを進め
る。
　青年団の力をサポートして、地元主体で取り組みを進めたい」と述べられたのに対し、大久保町長からは「学
生と子供たちや青年団が交流して活力が生まれているが、教育や人材育成などまちづくりの課題はたくさん
あるので、出身者が帰ってくる魅力ある町にしたい」と今後の相互の取り組みに意欲を示されました。

協定書の締結に伴い、取材に応じる宇都昌平 
徳之島警察署長と大久保明 伊仙町長。

日　時　平成２８年１１月１２日（土）
記 念 式 典（１０：００～）
記念祝賀会（１４：００～）

場　所　樟南第二高等学校体育館

学校法人　時任学園　樟南第二高等学校
新校舎落成・創立 50 周年記念

　本校は、全国唯一の離島にある私学として
開校してから、今年度は創立 50 周年という
節目の年を迎えました。創立以来、地域に根
差し地域と共に歩む高校として定着し、卒業
生も全国各地、各方面で活躍しております。
平成 27 年４月には新校舎も完成し教育環境
が一新され、新たな歴史のスタートを切りま
した。

※式典等参加希望の方は９月 30 日までに下記のお問い合せ先へ
ご連絡ください。

お問い合せ先
樟南第二高等学校　事務室

ＴＥＬ ０９９７－８５－２５１１
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「丸の内プラチナ大学・徳之島講座」開講！
特集 2

三菱総研・エコッツェリア協会主催

　三菱総研・エコッツェリア協会主催の「丸の内プラチナ
大学」が開講し、「ヨソモノ街おこしコース」全８回中の
栄えある第１回目を「徳之島講座」が飾りました。３０名
の定員に対して４５名の応募があり、他のコースと比較し
ても最大の注目を浴びるコースとなりました。
　最初に大久保明伊仙町長により、地方創生への取り組み
が説明され、続いて企画課松岡さんによる移住者目線での
徳之島の強みと弱みを講義形式で発表しました。その後、
グループ形式での討論、質疑応答、フリートークと続き、
第２部では黒糖焼酎や黒糖ドーナッツを囲みながらの、立
食形式で活発な議論が続きました。
　参加者の皆さんは初めて接する徳之島の情報に興味津々
であり、特に歴史や地層、子育ての下りに強い関心のある
層が多く見られました。島の課題の一つとして「事業を回
すマネージャーレベルの人材の不足」と強調したこともあ
り、不動産業、ホテル業、旅行業、銀行、コンサルタント、
食品製造、医療関係者など、多種多様な背景を持つ参加者
の、得意分野を生かしたビジネスのアイデアがたくさん生
まれました。みなさん真剣に、かつ主体的に、徳之島伊仙
町にどのような形で貢献できるかを考えてくれました。
　第２回目は９月２７日に開催され、参加者による「伊仙
町におけるビジネスプラン」が発表されます。この中から
具体的にビジネスとして、あるいは貢献していただく人材
として、つながっていけるよう、今後もこのような場を活
かしていきたいと思っています。また１１月４日～６日に
は希望者を招いて徳之島ツアーを実施する予定です。すで
に１０名以上の方々がツアーへの参加を希望されており、
観光のみならず、地元住民との触れ合い、協議の場を設け
る予定でいます。
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地
元
開
催
で
悲
願
の
総
合
優
勝
‼

伊
仙
町
チ
ー
ム
（
空
手
道
）

町の代表としてプライドを懸けて戦った
団体組手競技

空手道の全てが盛り込まれた形競技

　

平
成
28
年
７
月
17

日
（
日
）
伊
仙
町
総
合

体
育
館
で
、「
第
70
回

県
民
体
育
大
会
・
第
57

回
大
島
地
区
大
会
（
公

財
）
全
空
連
空
手
道
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
地
区
で
熱
戦
の

火
蓋
が
き
っ
て
落
と
さ

れ
た
な
か
、
本
町
に
お

い
て
は
空
手
道
競
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、
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別
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て

は
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事
総
合
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を

飾
り
ま
し
た
。

　

他
の
競
技
も
含
め
て

伊
仙
町
選
手
団
の
快

進
撃
が
来
年
度
以
降

も
続
く
よ
う
に
、
町
を

挙
げ
て
応
援
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

全空連空手道競技市町村別順位
優勝 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 7 位 ８位

伊仙町
（１２８点）

徳之島町
（１２２点）

奄美市
（１２０点）

和泊町
（６６点）

天城町
（３２点）

知名町
（２４点）

与論町
（２２点）

瀬戸内町
（１２点）

成年男子形結果
優勝 ２位 ３位

中山　晋平
（奄美市）

井　憲亮
（徳之島町）

西川　謙太郎
（徳之島町）

永井　啓樹
（和泊町）

少年男子形結果 樺山　輝
（徳之島町）

山本　大翔
（徳之島町）

永治　浩寿
（伊仙町）

西田　優作
（奄美市）

女子形結果 川本　奈々美
（伊仙町）

前　葵衣
（伊仙町）

清瀬　史子
（伊仙町）

米田　瑠那
（徳之島町）
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満身創痍のなかで、己の限界に挑んだ個人組手競技

成年男子団体組手結果
優勝 ２位 ３位

奄美市 徳之島町 和泊町 知名町
※成年男子伊仙町は初戦敗退。

少年男子団体組手結果 徳之島町 伊仙町 与論 奄美市
女子団体組手結果 奄美市 伊仙町 徳之島町 奄美市

成年男子個人組手結果 優勝 ２位 ３位
松村　健（天城町） 棚窪　優樹（和泊町） 塩屋　雅志（知名町） 田代　優馬（奄美市）

少年男子個人組手結果 豊田　寛人（徳之島町）永治　友真（伊仙町） 永治　浩寿（伊仙町）保岡　元気（徳之島町）
女子個人組手結果 泉　小春（奄美市） 竹山　希（伊仙町） 金澤　未佳（和泊町） 太　未優（奄美市）

競技（会場） 大会結果 競技（会場） 大会結果
陸上

（奄美市）
〈５０代　２０００ｍ走〉
第３位　竹下　勝博　選手

柔道
（徳之島町） 欠場

サッカー
（龍郷町） 欠場 ソフトボール男子

（奄美市） 欠場

テニス
（瀬戸内町） 欠場 バドミントン

（与論町） 欠場

バレー男子
（瀬戸内町） 予選敗退 弓道

（天城町） 総合３位

バレー女子
（奄美市） 決勝トーナメント１回戦敗退 ゲートボール

（与論町） 予選敗退

ソフトテニス
（奄美市） 欠場 剣道

（徳之島町） 欠場

卓球
（知名町）

〈４０歳代　個人女子〉
第１位　大久保　園子　選手
第３位　藤田　敦子　選手

ラグビー
（奄美市） 欠場

軟式野球
（喜界町） 第３位 グランドゴルフ

（和泊町） 総合４位

相撲
（瀬戸内町） 予選敗退 ゴルフ

（奄美市） 予選敗退

第70回県民体育大会・第57回大島地区大会競技別結果一覧

選手・関係者の皆さん、熱い戦いをありがとうございました。
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　８月６、７日の２日間に渡り、第１０回セントラルスポーツ旗争奪中学校野球大会 ( 県大予選 ) が知名町大山
総合グラウンドにて行われました。１日目、１回戦２回戦と順調に勝ち上がり、２日目、亀津中との決勝戦は大
雨という悪状況の中、選手達それぞれが力を発揮し７−０と快勝。優勝旗と県大会出場権を獲得。ＭＶＰ賞に
面縄中２年田中大陸君が選ばれました。
　現在８月２７、２８日に行われる県大会へ向け練習に励んでいます。今後とも沢山の応援よろしくお願いしま
す！

競技（会場） 大会結果 競技（会場） 大会結果
陸上

（奄美市） 欠場 全空連空手道
（奄美市）

団体形女子第２位
団体組手女子第２位

バレーボール男子・混成
（和泊町） 予選敗退 剣道

（宇検村） 第２位

バレーボール女子
（伊仙町） 第３位 バスケットボール

（知名町） 欠場

柔道
（瀬戸内町） 欠場 ソフトボール

（天城町） 欠場

水泳
（大和村） 男子メドレー第２位 サッカー

（与論町） 予選敗退

軟式野球
（喜界町） 予選敗退 相撲

（徳之島町） 予選敗退

試合結果
1日目 １回戦 和泊・田皆・城ヶ丘中０−８伊仙合同（5 回コールド） ２回戦 北中０−３伊仙合同
2日目 決勝戦 亀津中０−７伊仙合同（7 回コールド）

伊仙合同中学野球チーム優勝‼

第43回大島地区スポーツ少年団結果一覧

がんばる伊仙のこどもたち

監督　松山健太郎 ( 面中 )　コーチ　今吉幸哉 ( 犬中 )
2 年生　主将 田中大陸 ( 面中 )　喜島勇成 ( 面中 )　元田蓮太 ( 面中 )　中村光寿 ( 面中 ) 重松伸之介 ( 面中 )　中一翔 ( 面中 )
1 年生　宝永陸翔 ( 伊中 )　郷和紀 ( 犬中 )　窪田啓人 ( 面中 )　琉奨理 ( 面中 )　長尾凜 ( 面中 )　寿山大陸 ( 面中 )　有山尚 ( 面中 )

伊仙町の子どもたち、とてもがんばりました。
来年も、優勝にむけてがんばろう！
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伊仙町ほーらい祭り
第３回ちびっこ相撲大会

　７月３１日（日）、伊仙町義名山相撲場にて伊仙町連合青年団主催のちびっこ相撲大会が開催されました。
　３回目となる今大会は、島内の未就学児から小学校６年生までの子どもたち約９０名のちびっこ力士が参加し、
無事に個人戦・団体戦と開催することができました。
　見事に勝利しガッツポーズで喜ぶ子どもや、初めて大勢の観客の前での相撲で泣いてしまった子ども、その
他多くの表情が見受けられました。夏休みの楽しい思い出になるのはもちろんのこと、国技である相撲を経験し
て、「礼儀」や「他者への思いやり」を学び、子どもたちが心豊かに育っていくことを期待するとともに、この
大会を来年以降も継続していこうと思います。
　今大会を開催するに当たって参加者、並びに保護者の方々、ご協力いただいた関係者の方々にこの場を借り
てお礼を申し上げます。
　私たち青年団は青少年の健全育成のために様々な活動をしていこうと考えておりますので、皆様からのご意見
を伊仙町連合青年団までお願いいたします。　

伊仙町連合青年団　

成績結果
個人戦 優勝 準優勝 第３位

未就学３歳未満の部 益岡　芽生 窪田　陽向 元山　由絃
未就学３～４歳の部 元岡　真希也 澤村　龍之介 窪田　満天・池崎　大翔

未就学５歳の部 元山　源太 當　喜宗 藤井　大豊・中富　汐奈
未就学６歳の部 徳田　虎之助 田中　煌義 澤村　ももこ・津畑　愛斗
小学校１年の部 井川　天晴 政　匠栄 永田　大旺・田中　雄大
小学校２年の部 豊田　倫之亮 勝　旭陽 永吉　晃大・中　幸也
小学校３年の部 屋島　輝星 辰濱　海静 福永　力斗・政岡　龍惺
小学校４年の部 伊　つばき 森　大尊 富山　桜晴・清瀬　徳仁
小学校５年の部 市来崎　大祐 藤井　大尊 中　光輝・永田　剛丸
小学校６年の部 久保　陽雅 勝　響熙 美村　響

団体戦 優勝 準優勝 第３位
低学年の部 面縄レッドソックス 伊仙相撲クラブ 徳之島相撲クラブ
高学年の部 徳之島相撲クラブ 喜念タイガース A 面縄レッドソックス
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鹿児島県からのお知らせ

鹿児島県市町村振興協会からのお知らせ

平成２８年度採石業務管理者試験実施要領

オータムジャンボ宝くじが発売されます。

１　試験の日時　平成２８年１０月１４日（金）午前１０時から正午まで
２　試験の場所　鹿児島市市町村自治会館（鹿児島市鴨池新町７番４号　電話０９９－２０６－１０１０）
３　試験科目　次に掲げる事項について、筆記試験により行います。
　（１）	 岩石の採取に関する法令事項（環境保全関係法令事項を含む。）
　（２）	岩石の採掘、発破、破砕選別、汚濁水の処理、脱水ケーキ（脱水処理に伴って生ずる湿状の岩石
　　粉をいう。）の処理の廃土及び廃石のたい積並びに採掘終了時の措置に関する技術的な事項。
４　受験資格　制限はありません。
５　試験手数料　８，０００円
６　受験手続
　（１）　提出書類
　　　ア　受験願書
　　　イ　写真（出願前６月以内に撮影した脱帽正面上半身像の縦約７ｃｍ、横約５ｃｍの手札形のもの
　　　　で、その裏面に氏名・年齢及び撮影年月日を記載したもの１枚）
　　　ウ　試験手数料（８，０００円分の鹿児島県収入証紙を、受験願書の所定欄に貼り付けて提出する
　　　　こと。なお、提出書類等を受理した後は、試験手数料は返還しない。）
　（２）　提出先　鹿児島県商工労働水産部商工政策課　鉱政係
　　　　　　　　（〒８９０－８５７７　鹿児島市鴨池新町１０番１号）
　（３）　提出書類等を郵送する場合は、封筒の表面に「採石業務管理者試験受験願書在中」と朱書きし、
　　　書留郵便としてください。
７　提出書類等の受付期間
　　　平成２８年８月３１日（水）から同年９月３０日（金）まで（ただし、県の休日を除く。）時間は、
　　午前８時３０分から午後５時１５分まで。
　　　なお、郵送の場合は、平成２８年９月３０日（金）の消印のあるものまで受け付けます。
８　受験願書の用紙
　　　受験願書の用紙は、鹿児島県商工労働水産部商工政策課及び鹿児島県大島支庁総務企画部総務企
　　画課（〒８９４－８５０１　奄美市名瀬永田町１７番３号）にあります。
　　　ない、同用紙を郵便により請求するときは、宛先及び郵便番号を明記し、８２円分の切手を貼っ
　　た返信用封筒を同封して下さい。
９　合格者の発表　合格者に対し、合格証を郵送して行います。
１０　得点の表示　この試験の結果については、鹿児島県個人情報保護条例第２３条第１項の規定に基
　　づき、以下により口頭で開示を申し出ることができます。
　（１）　期　間　平成２８年度採石業務管理者試験合格発表日から起算して１月間（ただし、県の休日を
　　　　　　　除く。）時間は、午前８時３０分から午後５時１５分まで
　（２）　場　所　鹿児島県商工労働水産部商工政策課
　（３）　用意するもの　受験票（紛失した場合は、運転免許証、旅券、学生証又は顔写真が貼付された
　　　　　　　　　　国若しくは地方公共団体の機関が発行した免許証、許可証若しくは資格証明書）
　（４）　開示する内容　科目別得点
　（５）　参考　請求できるのは、本人に限ります。電話、郵送による開示申出はできません。
１１　問い合わせ先
　　鹿児島県商工労働水産部商工政策課（電話　０９９－２８６－２１１１　内線２９３３）
　　鹿児島県大島支庁総務企画部総務企画課（電話　０９９７－５７－７２１５）

　「この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上
のために使われます。」

今年のオータムジャンボ宝くじは、「１等前後賞あわせて５億円！」
１等　　　３億円×１４本（発売総額４２０億円・１４ユニットの場合）
前後賞各　１億円×２８本（発売総額４２０億円・１４ユニットの場合）

[ 問い合わせ先 ]　公益財団法人鹿児島県市町村振興協会　ＴＥＬ：０９９－（２０６）１００１
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法務局からのお知らせ

鹿児島県司法書士会大島支部からのお知らせ

大島税務署からのお知らせ

相続登記はお済みですか？
相続登記をしていないと・・・
　①	 相続登記を放置している間にさらに相続が発生すると、相続人の人数が増え、登記手続や費用に
　　かかる負担が増加します。
　②	 不動産の売却やローンの設定に時間がかかります。
　③	 所有者と連絡がとれず、土地の荒廃や災害復旧及び防災のための工事ができないなどの社会問題
　　が発生します。
　自分の権利を大切にするため、次世代の子供たちのために、未来につなぐ相続登記をしませんか？
　詳しくは、法務省ホームページ「未来につなぐ相続登記」を検索してください。

「法の日」無料法律・登記・税務相談会開催
　鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士会、南九州税理士会鹿児島県連合会では、１０月１日
の「法の日」にちなんで、無料法律・登記・税務相談会を開催します。
　事前予約は不要ですので、当日相談会場へ直接お越し下さい。

記
相談受付　○不動産や会社などの登記手続き　○相続・遺言・成年後見
　　　　　○債務管理　○土地建物の調査・測量　○境界問題、筆界特定
　　　　　○土地等の譲渡所得税・相続税・贈与税　など
日　　時　平成２８年１０月１日（土）午後１時～午後５時まで
相談会場　徳之島交流ひろば　ほーらい館
実施方法　司法書士・土地家屋調査士・税理士による面談相談（相談は無料）

問合せ先　鹿児島県司法書士会（０９９－２５６－０３３５）

　平成２８年４月の地震災害により被害を受けた皆様へ
　この度の地震では、被害を受けられた皆様方に、心からお見舞い申し上げます。
　国税庁では、熊本県内に納税地のある方について、別途国税庁告示で定める期日まで、地震が発生し
た平成２８年４月１４日以降に到来する国税に関する申告、申請、請求、届出及びその他の書類の提出並
びに納付等の期限を延長しております。
　なお、申告・納付等の期限をいつまで延長するかについては、今後被災者の状況に十分配慮して検討
してまいります。
　詳しくは熊本国税局のホームページ（www.nta.go.jp/kumamotoまたはをご覧いただくか、最寄の
税務署にお尋ねください。

大島税務署　ＴＥＬ：０９９７－５２－４３２１　※自動音声案内 熊本国税局

巡回行政相談所開設のお知らせ
　毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉などの国の役所の仕事などについて、疑問・苦情や意見・
要望はありませんか。
　総務大臣委嘱の行政相談委員は、皆さんの身近な相談相手として、役所のサービスや行政の仕組み、
手続に関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し入れなどを行ってい
ます。下記の日程で、行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用下さい。また、自宅や電話でも相
談に応じています。相談は無料で秘密は固く守られます。
【巡回行政相談所】
　平成２８年１０月２０日(木 )　午前９時３０分～午後１２時　伊仙町西公民館	
　　　　　　　　　　　　　　		午後１時３０分～午後４時００分　伊仙町中央公民館　１階研修室

行政相談委員 安田　千鶴子
問い合わせ：　伊仙町役場　総務課　ＴＥＬ：８６－３１１１
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「企業版ふるさと納税」をお願いします！

ボランティア作業ありがとうございました。

◎企業版ふるさと納税「子宝日本一の伊仙町へ学習支援センターを」
（企業版ふるさと納税について）
　地方創生を実現するために、国は民間企業から積極的に寄付を行ってもらうよう、平成28年度税制改
正において、「企業版ふるさと納税」を創設しました。

（例）ある企業が伊仙町に1,000万円寄付をした場合、現行制度では寄付額の約3割（約300万円）
の税の軽減効果。企業版ふるさと納税では、新たに寄付額の3割（300万円）が税額控除。つまり2
倍の約600万円の軽減効果があります。

（企業版ふるさと納税の使途について）
　伊仙町では、この制度に「子宝日本一の伊仙町へ学習支援センターを」の事業名で申請し、平成28年
8月2日内閣府より計画への認定を受けました。頂いた企業からの寄付は下記の事業目的で使われます。
　「伊仙町は合計特殊出生率日本一を誇り、多くの子供たちを生み育てる地域力は、現在少子化が進む日
本全体のなかで際立っていますが、幼少期の子供たちの成育を支える人と人のつながりも、学童期に入
ると学校教育へ一任され、民間の学習塾は1軒存在するものの、高校生になると課外で教わる場所はな
くなってしまっている現状です。特に、放課後や長期休業期間に子供たちが学習できるスペースは、図
書館も含めて十分とは言えません。
　本事業では、このような現状を打破するためにの「学習支援センター」と「図書館」の複合施設を整
備し、本町で育つ子供たちの学習支援をバックアップし、将来的に島の未来を担う人材の育成を目指し
ます。公教育の学習定着を図るためにも、個別の指導が必要な生徒、あるいは島にいながらにして、興
味のある分野に関して特化して学習したい生徒など、よりきめ細やかな子供たちのニーズに応えられる
支援体制を確立します。」
　町民の皆様のご親戚、お知り合いのなかにいらっしゃる企業経営者の方で、このような事業の趣旨に
賛同いただける方がいらっしゃる場合、ぜひ未来創生課までご一報いただければ、こちらからご連絡差
し上げます。　（担当 :未来創生課　松岡）
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（
環
境
課
）

鹿児島県立徳之島高等学校の皆さん（H28.4.15）

喜念浜公園清掃

瀬田海海浜公園清掃

奄美大島法人会伊仙支部・商工会青年部、女性部の皆さん（H28.6.19）

面縄小学校の皆さん（H28.5.14）

面縄・古里海岸清掃

県道沿い花植え活動

鹿児島県立徳之島総合学科の皆さん（H28.6.20）
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伊仙町商工会の窓

※伊仙町商工会の窓では，商工会加盟店の広告を掲載しております。掲載希望の商店は，伊仙町商工会（0997-86-2390）までお問合せ下さい。

●ファミリーセット3,800円
　（約3人前）
●レディースセット2,200円
毎週木曜日レディースDAY
●レディースセット2,000円
※ご注文の方に限り、飲み放題半額

※来店時にこの部分を切り取ってお持ち下さい。
※1枚のクーポンにつき、1杯となります。
有効期限：平成28年 12月末日まで

牛皇〈Gyuou〉
伊仙町伊仙（ほーらい館近く）
電話86-3661
定休日：月曜日
営業時間：PM5：30〜PM10：00

（ラストオーダー）

牛皇〈Gyuou〉
必見！今回特別のクーポン

付！

ドリンク1杯無料
サービスクーポン

美島産業
代　表　美島　拓也

鹿児島県大島郡伊仙町糸木名 822-2

お客
様に合っ

たメニューが盛りだくさん

定番の当店人気メニューも
ご賞味下さい。
●花咲カルビ　●うす切ロース
●焼すき　●焼しゃぶ

南の島の太陽を浴び、すくすく育っ
たさとうきび。
私たちが丹精込めてつくった黒糖の
味わいをどうぞご賞味ください。
お菓子づくりにも大活躍！島内各小売店でも

お買い求め頂けます。

全国発送
承ります

販売製造元
（純黒糖・純黒糖蜜・黒糖ざらめ・

黒糖ピーナッツ他）

お問い合わせ　電話・ＦＡＸ0997-86-8615　工場直通0997-86-9688
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わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して，わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて，写真を未来創生課広
報係までお持ち下さい。

お問い合せ先　伊仙町役場　未来創生課　
TEL 86-3111（内 22）

ご
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※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付

子宝日本一の町 わが町のアイドル

人口の動き
（28年7月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口=6,944
　男　=3,502
　女　=3,442
世　帯=3,550

出　生=1
死　亡=4
転　入=18
転　出=8

永
島
　
優ゆ

か香
　
　
繁
　
巳
　
　
面
　
　
縄

勝
　
　
蒼そ
う
ま真

　
　
　
浩
　
　
　
小
　
　
島

重
　
　
歩あ
ゆ
な那

　
　
翔
　
太
　
　
崎
　
　
原

杉
山
　
心こ

と都
　
　
晃
　
樹
　
　
中
伊
仙
東

中
　
美み

い

こ
衣
子
　
　
純
一
郎
　
　
西
伊
仙
西

里
　
　
結ゆ
い
な菜

　
　
貴
　
大
　
　
小
　
　
島

樺
山
　
結ゆ

な夏
　
　
周
　
平
　
　
中
伊
仙
東

富
本
　
秀
樹
　
　
面
縄

池
上
　
な
ぎ
さ
　
検
福

（

中
山
　
英
樹
　
　
西
伊
仙
東

藤
井
　
美
帆
　
　
天
城
町

（

松
田
　
健
作
　
　
中
伊
仙
西

堯
　
み
ど
り
　
　
鹿
児
島
市

（

○
阿
　
　
三
　
實
島
　
敬
受
さ
ん
（
亡 

實
島
　
明
良
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
中
伊
仙
西
　
樺
山
み
ど
り
さ
ん
（
亡 

樺
山
　
和
子
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
西
阿
三
　
嶺
　
　
廣
二
さ
ん
（
亡 

嶺
　
　
四
男
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

○
阿
　
　
権
　
仲
島
　
正
敏
さ
ん
（
亡 

仲
島
シ
ズ
子
さ
ん
）
よ
り
金
一
封

四女のことちゃん。元気にすくすく育って、
早くお兄ちゃんお姉ちゃんといっぱい遊
ぼうね！

「りあむ（姉）」にもまれまくって可哀想
なくらいですが、一番つよく・たくましく・
そして優しい男になってねっ！

杉
すぎやま

山　心
こ と

都ちゃん
（２か月）

寿
す や ま

山　琥
こ は く

珀くん
（7か月）


